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大阪市立大学大学院文学研究科の菅原真弓教授が第 69 回芸術選奨文部科学大臣新人賞（評論部

門）を受賞しました。 

2018 年 9 月に発表した『月岡芳年伝 幕末明治のはざまに』（中央公論美術出版）が優れた業績

として認められたことによる受賞です。 

 なお、3月 12日（火）に東京都内で贈呈式が行われます。ぜひご取材いただきますようお願いい

たします。 

 

名前   菅原 真弓（すがわら まゆみ） 

所属   大阪市立大学 大学院文学研究科／教授 （アジア都市文化学専攻） 

（2019 年 4 月より文学部の新学科 文化構想学科文化資源コース担当） 

生年月日 1962 年 （昭和 37 年）12 月 5 日 

出身地  東京都 

研究分野 日本近世近代絵画史、版画史、博物館学 

 

経歴 

1999（平成 11）年 学習院大学大学院人文科学研究科哲学専攻博士後期課程単位修得退学 

2000（平成 12）年 財団法人中山道広重美術館（岐阜県恵那市）学芸員 

2006（平成 18）年 京都造形芸術大学芸術学部専任講師 

2008（平成 20）年 「十九世紀日本版画における風景主題と歴史主題」で博士（哲学）を取得 

2009（平成 21）年 京都造形芸術大学芸術学部准教授 

2014（平成 26）年 和歌山大学「教養の森」センター 准教授 

2017（平成 29）年 4 月～現在 大阪市立大学大学院文学研究科教授 

 

主要著書 

『激動期の美術 幕末・明治の画家たち［続］』（共著、ぺりかん社、2008 年） 

『浮世絵版画の十九世紀 風景の「時間」、歴史の「空間」』（ブリュッケ、2009 年） 

『謎解き浮世絵叢書 月岡芳年「和漢百物語」』（二玄社、2011 年） 
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プレスリリース 

【本件に関するお問合せ先】 

 大学院文学研究科  担当：菅原 真弓 

 TEL：06-6605-2374  

 E-mail：sugawara@lit.osaka-cu.ac.jp 

【取材に関するお問合せ先】 

 法人運営本部広報室   担当：松田 

 TEL：06-6605-3411  

 E-mail：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp  


